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1．看護学部・看護学研究科の教育 
1) 看護学部の教育 
(1) 新カリキュラム 

看護学部では、今後の高等教育の将来像や看護職者に求められる能力等を見据えてカリキュラム

や教育内容・方法の見直しを行い、令和 4 年度入学生より新たなカリキュラムの運用を開始し、令

和 6 年度で 3 年目を迎えた。新カリキュラムでは、ディプロマ・ポリシーに定められた学修目標を

より達成するための授業科目の設定、医学的知識と看護の統合および臨床判断の強化、主体的な学

修を可能とするために授業科目の内容の精選・整理および時間数の絞り込み、今後の社会および看

護に求められる人材に必要な能力を修得できる授業科目の設定、効果的な学修を促進するための開

講時期の見直しなどを行った。新カリキュラムへの円滑な移行、およびカリキュラム改正を通した

教育の改善を推進するために、看護学部で今年度行った主な取り組みについて述べる。 
 
① 新カリキュラムへの円滑な移行のための取り組み 
今回のカリキュラム改正では、必修科目の一部で単位数や時間数の変更などを行っている。新カ

リキュラムへの移行に伴い、留学などから復学した学生や再履修が必要な学生に不利益が生じない

よう、可能な範囲で読替え科目を設定するとともに、科目担当教員、学年担当教員とも調整を図り、

必要な学生には個別に履修計画の立案と履修指導を行い対応している。新カリキュラム完成年度と

なる次年度は 4 年間の積み上げを意識した教育の実現と円滑な移行ができるよう、引き続き学部全

体での情報共有や検討を行う。 
 

② 看護援助学科目の再編と展開方法の変更 
新カリキュラムでは、主体的な学修を可能とするために授業科目の内容の精選・整理および時間

数の絞り込みを行い、看護援助学科目については科目間で学習する援助技術の重複をなくして、再

編している。この再編においては、学習進度に合わせて、厚生労働省の「看護基礎教育検討会報告

書（令和元年 10 月 15 日）」に示されている看護師教育の技術項目と卒業時の到達度を基に本学で

決定した各看護技術の学習内容と方法に沿って、基礎看護学領域の教員を中心に看護技術チェック

リストの項目と運用の見直しを検討し、看護学部 FD で情報共有を行った。現在は紙媒体のチェッ

クリストであり学内で教員が管理・保管し、学外への持ち出しをしていない。今後は臨地実習でも

学生と教員が共にチェックリストを確認し看護技術の修得状況を共有することで、タイムリーな指

導ができるよう、次年度から導入の新教務システムと連動する修学カルテにチェックリストを移行

する方向でデモ版の作成依頼、運用上の課題の検討を行った。 
 
③ 実習科目の変更への対応 
新カリキュラムの科目の再編により、旧カリキュラムの「総合看護実習（3 単位 135 時間）」を廃

止し、統合的な看護実践能力の強化を目的とする「総合看護実習Ⅰ（2 単位 60 時間）」と、家族全

体をひとつのシステムとして捉え、家族全体を対象とした看護を展開する方法を学ぶ「家族看護実

習（1 単位 30 時間）」を新設し、シラバスの整備、実習施設や家族会などとの調整を進めた。新設

科目の「総合看護実習Ⅱ（1 単位 30 時間）」については、今後の社会を見据えて様々な対象の健康

課題の解決に向け情報やデータを探索・活用し、看護学および保健学の視点から解決方法を考察す

ることを学ぶことを目的とし、シラバスの整備ならびに実習施設との調整を行った。授業内容の精

選・整理により、「看護実践能力開発実習（2 単位 90 時間）」は「看護実践能力開発実習Ⅱ（2 単位

60 時間）」として時間数変更ならびに内容変更は伴わない科目名称の変更を行い、あわせて実習施
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